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分泌が著しく，第1胃内容の吐出もしばしばみられ，誤嚥することが多いからである。さら’に長時間の横臥離
反甥の中止は鼓張の誘発の危険もあり，呼吸に対し大き’な影響を与皐る。　　　　　　　　　　　　　1講
　抑々，牛の全身麻酔として従来から抱水クロラールの静脈注射が多く用いられてきた。この麻酔剤は本事
比較的危険の少ない優秀な催眠剤と考えられているが，全身麻酔として使用する場合の量では須環器系，呼　＿
囎系齢し糖綿が多いとされ，前言己の物擦勲さら三三る嬬鎖する。　　　魔鍵
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管により気道の確保ができる等多くの利点を有し牛には適した麻酔方法と考えられる．
　　吸入麻酔剤としてはエーテル，クロロフォルム，笑気等があるが，麻酔作用が弱いので麻酔の導入は単独
．で烹行えず，又副作用が多い等の欠点を有する。1955年，Sacklingらに．より開発されたハ澤セソは，麻酔
作用が強く，導入もすみやかに行おれ，覚醒も早く，気道を刺激することなく，唾液の分泌を抑制する等の
利点を有し，牛には適した麻酔薬と考えられる。
　　以上の観点から，著者は牛19頭に対し小笠原，高瀬らが試作した大動物用閉鎖循環式引入麻酔器を使用
↓，次の3群に．分けて，ハロセソ吸入麻酔を実施した。即ち，第1群は臨床応用上の麻酔術式を得る為の甚
．’ﾙ的臨画でゴ麻酔中の各種臨床所見を初め．としてゴ・呼セソ濃紅及び消費量等にろいて緯察すると共に，．従
来鋤て報告の少ない血液ガス，酸塩基平衡に濾す影響について動静脈血の両面から詳細こ検討をした。
又心電図所見，画品飽和度，．血液性高等についても併せて研究した。
　以上の基礎成績をさらに裏付け，ハ戸ゼン吸入の安全濃度を究明する為に，第2群として，人為的に過剰
吸入を加えて，その時の生体の変化につい’ても同様に比較観察した。又第3群として，実際の臨床手術例に
対し，ハ冨セソ吸入麻酔を応用し，その効果を追求した。
　以上の諸研究において得られた成績は次の通りである。
　（1）吸入麻酔前にGua圭acol　G三アceτia　Ether（以下G。　G，　E，）1001ロ9／k9とThiopental　fo己iu：n（以下
T↓S．）’5mgな9を静脈注射することにより．，咽曝頭反射は消失し安全にしかも安易に気管チューブの挿管が
実施できたポしかし5～10分後にはその反射も現われ，眼瞼反心は消失する例もみられたが，角膜反射は消
失することな．〈経過した。即ち，本剤は前投薬として効果を認める竜のである。
　（2）・G．G．E．・T，　S．1静注後15寸たって麻酔がほぼ覚醒した後，気管チューブを麻酔器に接続し，．直ちに
ハロセソを回路内に流入させたが，麻酔の導入は比較的スムーズに行われ，その時の導入時間は平均10．5
　（6－19）分，導入濃度は平均2．2（1．8～2．7）％，ハ閑中ソ消費量は平均25．4（17～53）頂1であった。
　（3）麻酔導入後90分間わたり麻酔を第3期2－3相を維持させたが，維持させたが，維持濃度は平均1．0
　（0．5～1．6）％，一門セソ消費量は平均38，9（24～53）m1であった。
　㈹90分間の麻酔維持後直ちに大気自然呼吸としたが，麻酔め覚醒は極めて早く，2～4分後には眼晦反
射，咽喉頭反射示出現し，10分後には頭を挙上する例もみられ，起立するまでの時間は平均31．6（15～90）
分であった。
　㈲　ハ揖セソ麻酔の導入及び維持中の臨床所見は心拍数の増加（65～75％増），呼吸数の増加（60％増），
体温の下降（1．4。C），謡曲，銘1胃運動の停止，軽度の鼓腸一部第1胃内容の吐出が観察されたカミ，臨床
的にみて危険と思われ細見．強く遮酔終ア後惣らの所見もすみやかに回復し2塒海魚ではまったく
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　㈲　以上の麻酔法を手術例（脾臓摘出手術，リンパ節摘出術，各種外科手術）に応用した結果，良好な麻
酔状態が得られ，6G～学5分間の外科手術を遂行するのに充分満足できるものであった。
　（7）過鋼吸入群では，！引田ソ五天後もそのままカッパー気化器で吸入濃度を上昇させると3．0～3．4％で
角膜反射が消失し、少し遅れて肛門部の疹痛反射ボ消失した。4～5％濃度ではすぺての反射が消失し，15，
分間そめ濃度を維持すると呼吸は浅表となり，麻酔深度は第3期4相の時期と思われた。
　（8＞麻酔の導入及び維持中の心電図所見ではRR間隔の短縮がみられ，それに伴ってPQ及びQT間隔も
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・分圧の上昇が特に著明に現われ，重度の呼吸性Acidosisを示した。即ち，4～5％以上に吸入濃度を上昇　｝
させたり，この状態での吸入時間の延長は，・呼吸停止に至ることが血液ガス毛酸塩基平衡の面より鮮明に裏、
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⑫赤血忌舳一二三積，血色羅及び螺蛋醐・・髄も二二向がみられた，㍉その変1
化は蝋ものであ・・特別考慮する必勲か・た・ @　　　　　　’ll　以上述べた成績は，牛に対する閉鎖循環式ハロセソ吸入麻酔の実施に当っての基礎資料を提供し，その安
全性と共に湊尻手鰭の倣擁立し獣医購上価隔るものと騰される・特に細究で採油た訴
血液ガス及び酸虚誕平衡の諸成績は，麻酔が呼吸器系に及ぼす影響を極あて適確に明示し，それを考察する
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上昇し血羅躍では婦馳とも心証㎡・／L増加した・しかし飯Base　Excessは2～3血E・／L，の謙譲
増加がみら批に過ぎない・これらの変化は急難Acid。sisの様相を示すものであるが・変化度賂瞳嚥饗
棚も代償の鯛内であり・麟終了がは直ちに回復繭いβo分後では㈱値に回復した・品分曝灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨
なくし参も麻酔剤の投与量を自由に変えでその麻酔の深度や持続時間を調節しかつ麻酔の導入，覚醒なども　　　震
短時間内に容易に行える点から危険の少ない安全な麻酔法として古くから称揚され；（来たが家畜における吸　　　　細
入麻酔法は近年に到って漸く各種動物に対し適応性のある麻酔剤や麻酔器具装置等の研究開発が進み実用化　　　　｝
の段階に達しつつある現況である。特に牛馬のような大家畜に対する開胸，開腹術の如き大手術の実施に際　　　難
し長時間を要する場合における麻酔維持に際しては有効確実な吸入麻酔法の確立は強く要望され欧米各国を　　擁
はじあとして我が国でも多くの学者によって1研究が進められつつあるが著者は工954年以来小笠原教授の大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻
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動物用吸λ麻酔器の改良考案に関する研究に参加層し大気加圧入土呼吸装置；大動物用閉鎖循環式吸入麻酔器
の試作に成功したのであるが本器を使用して現在欧米各国において吸入麻酔剤として最も有効なものとされ
ているハロセソ’Ha王othaれ（Fluothane，　Bro斑ChlortriHロovathan）による反翻獣の吸入麻酔に．ついて麻酔
と呼吸の動態との関係を明らかにするよう研究を進めたのである。
　本来牛の全身麻酔に当って他の家畜と異って留意すべきところはその肺活量は体容積に比して比較的小で
あり横臥，仰臥等の場合に第一胃により横隔膜は圧迫されて呼吸は抑制される危険がありまた唾液の分泌が
著し礫一胃船が瑚門出さ鴻翻もU淘親ら輝ζこ呂州ζれ疎め顯の例も多い諒
た手術時間の延長のため横臥や反鋼の中止によって鼓脹症の誘発なども考えられ呼吸に対する影響も大きい
ので牛に適応する適切な吸入麻酔濠の開発は強く要望されていた。従来より牛の全身麻齢剤としては獣医臨
床にあってな静脈注射用として抱水クロラ・一ルが使用されて来たが催眠的効果は必ずしも不可ではないが循
環系，呼吸系に対しより多量の本剤を麻酔剤として使用するとき有害作用が多く牛に対しては不適当なもの
があるしr方また一般に吸入麻酔剤として知られ℃いるエーテル，ク戸ロラォルム，笑気などは麻酔作用は
比較的弱くその導入も単独では不可能で副作用も認められているので実地使用に当っては可成り困難があっ
たが第二次大戦に・Sackling（1956）・らによっ‘て開発されたハロセソはこれらの欠点を補って牛の吸入麻酔剤
として極めて利用価値の高いものと見倣されているがその麻酔機序において未知の部分もあり特に呼吸作用
の維持について検討を要するどころがあるので今回著者はこれ：らの点に．つき牛19頭を用いて主として臨床
1学的見些かち本剤による麻酔時の臨床所見，吸入ハ胃セソ濃度および消費量等を実験的に検討し更に血液中
のガス，酸塩基平衡に及ぼす影響，心機能，酸素飽和度，血液性状等の変化を追求して本剤吸入時における
基礎資料を確定しハ旨セツ吸入麻酔の術式の確立を企画し更に実際の各臨床例に適用してその効果を確認し
たがこれらの実験ならびに臨床例において解窮されえ事項は概ね下記の通りである。
　ユ．試作した高効率の閉鎖循環式吸入麻酔器によリハロセン吸入麻酔を牛に対して実施したが気道確保の
ため気管チューブの使用が挙要でありこれが為前投薬の三三に当っては従来よp使用されていたチォベソタ
ールやバルビツフレ系三二比しG・・i・・。1Glyce・i・恥er（G・G・E・）10。mg／kgとThi。P・n・・1　S。di・皿
くT．S．）5：ロ9／kgの静注は咽喉頭反射を防ぎ：気管チ昌一ブの挿入は容易と’なり5－10分後には直ちに反射は
回復し爾後麻酔の維持ならびに手術の実施には支障示ない。
　2．前投薬投与後（15分間）にハロセソ麻酔を行い興奮，騒擾等は全く見られず概ねその導入時間はハ戸
セン三乗三三例および臨床例にあっては5－8分であり平均10．5分であり導入されたハロセ’ンの濃度は各
例とも大差なく平均2彫馳噺鰭の上告よウ、沸モ騨度で劾嫡こ浦回縢の影響によるもの
と考えられる。又その消費量は平均25．4m1で各例とも体重とほ頓比例するものであり，比較的大手術に要
する時間と見回される90分間におけるハβセソの消費量は平均持続濃度1．0％として平均38．O恥1で概ね麻
酔第3期2－3相を維持することが出来るものでありこの状況は他の諸外国における報告と大差はない。し
かし麻酔期間中若干の弓庭，軽度の鼓脹，い第一胃内容の吐出は認められたが臨床的には特別に考慮する程度
ではなくまた心拍数r呼吸数の若干の増加，体温の下降等も認められたが麻酔維持には支障を舞めないもの
である。
　3．覚醒については本来ハロセソ麻酔の特長としてその度合は他の麻酔剤に比し早いものとされているが
本研究においても全実験牛例に大気自然呼吸後2－4分で眼瞼反射，角膜反射が発現，10分前後で頭部を挙
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うコ　ドゑ　り　　上す等の例を認め平均31．6分後には起立する等覚醒は極めて早い。このことは牛については特に望ましレ1龍紺
・とであ・・なお一・セ囎酔轍か嚇輔正な吸臓について轍・瀕であ戯灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』’㍉4㌧謄躍撫慰籍聴罪蒐讐隷。に磁雌藁蒲強縮毒
びQT間隔の鮪があ彌騰脈の発現やΩRS群の波形の変化，　ST部分の簸の下降が見られたが繊遵
も一過性のもので本庶酔は心機能に重大な影響を及ぼすものとは考えられない。　　　　・　　　　’『臥．藁
い・購酔に・・体獺化が現われ・や否を検す・ための籟職塩基平衡状態嶽礁
力二このため血液pH，血液ガスの動静変化を調べて麻酔維持中pH．は平均動脈血O．167～0．．180，静脈0♂’?ｯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　一・・4・の邸瞭・分圧では磯脈雌脈血でそ漁・・一35mmR＆か3。一H・野曝
’血漿重炭酸で動静脈血とも平均5㎡Eq／しの増加を見たが血液Base　exceseでは2－3皿Eq／しの増加に遮ぎ継
ないがこれらは軽度の呼吸性アソドージスを示すものでしかも麻酔終了後は直ちに回復し30分後には麻直
前に戻ったもので何れもその変化ぱ代償しうる範囲内にとどまり支障はない。酸素分圧の測定において庵若寒
干の上昇はあったが臨床上｝こは異常を認めなかった。しかし過剰吸入麻酔を行った実験例でpHの重度の偶
下，炭酸ガス分圧の上昇は特に著明で重度のアソドージスを示したことから高濃度（4～5％以上）の・植
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な上級ん吸入時間の延購は呼吸停止を招き鰍であるから岬セソ吸入灘の限界は5％前後が鵬・輪
あることを血液ガス，酸塩基平衡の変化によって実験的に立証した。麻酔申酸素の飽和度は本剤が重る面構
の呼吸抑制作用が存在することは知られていたがこれを避けるため吸気の酸素濃度は30～40％以上を保嚢
必要があるが前投原注入後動脈血でやや減少するが麻酔維持中は回復し安定していたことおよび静脈血でば華
明らかに増加したがこれらは麻酔による酸素代謝の変化によるものと推定した。
　6．本麻酔中の血漿電解質の変化はNa，＋K＋，　C1一に及ぼす影響鼠やや減少する程度で著明な変化なく，前．嘱
投薬注射後の血糖は一時増加するもその後麻酔の経過に従って徐々に回復し終了後（90分）には前値に戻塵
たカミこれは5％ブドウ糖液を溶媒に用いた前投薬のためと考え．られる。　　　　　　　　　　　　　　　照
　7．赤血球，白血球，Ht，　Hbおよび血漿蛋白は麻酔中若干減少め傾向を示したが特に回復には困難を感；’章
ズ態ρではな力碑∴　　　　　　　．．　　　　．　樽
　以上の研究成績｝ヒよウ著者の行った牛のハ官セソ吸入麻酔法はそρ考案に協ーカした叩鎮循環式蟹入毛老懸ヨ　熊
蝦安全概ものであ卿・唖者燃的にも且つ購例についても甦騰灘を行晴1
てハ胃セソ吸入濃度，消費最，持続時間等について適確な数値を提起し牛に対するハ朝食ソ吸入麻酔の術式毒曲
を確立し大動物手術の実施に強ヵな基盤を与えたものであり更に本研究で行った血液ガス，酸塩基平衡の諸曖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難
成績は麻酔が呼電器系に及ぼす影響の実態り解明に有力な根拠を与えたものであって極めて費純な資料であβ甑せ
畑物吸λ麟の発麟与す・と・ろ灘であると騰・懸者の・の顯・高く評価され駆灘
学博士を授与・灘ふ・わ・いものと儒ず…　　　　　　　　’蟻
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